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2020 年５月 20 日 

各      位 

会 社 名  石光商事株式会社 

代表者名  代表取締役社長        石脇 智広 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード２７５０） 

問合せ先 取締役管理部門長       吉川 宗利 

（電話番号 078－861－7791） 

 

通期業績予想、配当予想の修正及び特別損益の発生並びに役員報酬の減額に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、2019 年 10 月 29 日に公表いたしました通期業績予想及び 2019 年５月 15 日公表い

たしました１株当たり配当予想について、下記のとおり修正するとともに、役員報酬の減額を決定いたしました

のでお知らせいたします。 

 記  

Ⅰ．2020 年３月期通期業績予想の修正について 

１．2020 年３月期通期業績予想数値の修正（2019 年４月１日～2020 年３月 31 日） 

  (1) 連結 

                                            （単位：百万円） 

売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属する １ 株 当 た り 

当 期 純 利 益  当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 (Ａ ) ３７，９０３ ３５０ ２６２ １７０ ２２円０６銭 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ ) ３８，１７９ ３６９ ２９０ ９９ １２円９１銭 

増 減 額 (Ｂ － Ａ ) ２７６ １８ ２８ △７０ ― 

増 減 率 ０．７％ ５.３％ １０.９％ △４１．５％ ― 

(ご参考)前期通期実績 
３８,５４９ ５７３ ５９１ ４１３ ５３円６３銭 

( 2 0 1 9 年 ３ 月 期 ) 

 

 (2) 個別 

（単位：百万円） 
  

売  上  高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

  当 期 純 利 益 

前回発表予想(Ａ)  ３７，４０９ １９８ １４２ １８円４４銭 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ ) ３７，６７０ ２４５ １４８ １９円２８銭 

増 減 額 (Ｂ － Ａ ) ２６１ ４６ ６ ― 

増 減 率 ０．７％ ２３．５％ ４．５％ ― 

(ご参考)前期通期実績 
３８，１３７ ４８０ ３４７ ４５円１０銭 

( 2 0 1 9 年 ３ 月 期 ) 
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２．修正の理由 

（１）連結 

連結の業績予想につきましては、売上高から経常利益まで概ね前回予想通りであります。親会社株主に帰属する

当期純利益につきましては、「（２）個別」の修正の理由に加え、2020 年２月28日公表「持分法適用関連会社の異

動（連結子会社化）に関するお知らせ」で記載した東京アライドコーヒーロースターズ株式会社の連結子会社化に

伴い、特別利益（負ののれん発生益）1,668百万円、特別損失（段階取得に係る差損）1,742百万円を計上したこと

により前回予想を下回る見込みであります。なお、東京アライドコーヒーロースターズ株式会社の連結子会社化が、

期末近くであったことから、当連結会計年度の損益において同社の業績は、従前同様、持分法適用関連会社として

反映されており、前回予想にも織り込み済みであります。 

 

（２）個別 

売上高につきましては、新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受けておりますが、顕著化したのが 2020 年３

月頃からであったため当連結会計年度における業績への影響は限定的であり、前回予想から微増となる見込みであ

ります。 

利益面につきましては、経常利益が売上高の増加等に伴い前回予想を上回る見込みであります。当期純利益は、

税金費用が増加したことが影響し、経常利益に比べ増加率は下がりますが、前回予想を上回る見込みであります。 

    

 

Ⅱ．配当予想の修正について 

１．修正の内容 

 年間配当金（円） 

 第２四半期末 期末 合計 

前 回 予 想 ０円００銭 １２円００銭 １２円００銭 

今 回 修 正 予 想  １０円００銭 １０円００銭 

当 期 実 績 ０円００銭   

前期実績（2019 年３月期） ０円００銭 １２円００銭 １２円００銭 

 

２．修正の理由 

新型コロナウイルス感染拡大による 2020 年３月期の業績への影響は限定的ではありましたが、当社の主力

マーケットである外食関連等で深刻な影響をもたらしております。また、国内では緊急事態宣言が一部解除

されるなど、新型コロナウイルス感染拡大の勢いが鈍化してきた兆候も見られますが、世界的には収束した

と言えず、第２波の広がり等、影響の長期化も懸念され、当社グループを取り巻く経営環境は先行き不透明

な状況が続いております。それらを背景に、足もとの事業活動の状況や不測の事態が生じた場合の影響等も

鑑み、2021 年３月期は減収減益を余儀なくされる公算が高くなっております。 

このような状況を踏まえ、安定配当の観点から、2020 年３月期の期末配当を誠に遺憾ながら１株当たり 10

円とさせていただきます。 

 

Ⅲ．特別損益の発生について 

内容につきましては、「Ⅰ．2020 年３月期通期業績予想の修正について ２．修正の理由（１）連結」に記

載のとおりであります。 
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Ⅳ．役員報酬の減額について 

新型コロナウイルスの感染拡大の影響により当社グループを取り巻く経営環境は厳しい状況が続くものと

想定されます。このような状況を踏まえ、2021 年３月期の業績への影響を鑑み、今後一層のコスト削減が必

要であると判断し、役員報酬の減額を実施することといたしました。 

１．役員報酬減額の内容 

 取締役（社外取締役を除く。）：役職に応じて月額の役員報酬を最大 30％減額 

 

 ２．減額対象期間 

   2020 年６月より 2021 年３月までの 10 か月間 

 

※ 上記業績予想値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる場合があります。 

 

 

以 上 


